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ても約 50分の 1となり、通常の摂食方法では健康に影響がないことを明らかにしている。 
第 2章では、有機スズ化合物の分析法の改良と新規分析法の開発について論じており、トリブチル
スズ類では、イオン性の相違を利用して選択的に分離する精製法が有効であることを明らかにしてい
る。また、ポリ乳酸を対象として有機スズ化合物の迅速微量分析法の新規開発も行い、有機スズ化合
物を、テトラエチルホウ酸ナトリウムでエチル化し、ガスクロマトグラフ質量分析計により定量した
ことで、前処理時間が短縮でき、反応条件を穏やかにし、有機溶媒使用量を 1/3に低減するなど、従
来法と比べてより簡便で安全な分析法を実現し、精度良く微量分析できる方法を確立した点が評価さ
れる。 
第 3章では、健康食品中に混入・混和される医薬品成分の迅速多成分一斉分析法の開発を行ったこ
とを論じている。ここでは液体クロマトグラフ／タンデム型質量分析計を利用することで、試料媒体
中の夾雑物質による妨害を低減させ、選択的に目的成分を分析し、前処理時間の短縮を実現し、効率
的な一斉分析を可能にする新規で高感度な多成分迅速一斉分析法の開発法に成功している点が高く
評価される。 
以上、本論文に論述された研究は、健康食品に混入する可能性がある有機スズ化合物と違法に添加
される医薬品成分に関して、汚染実態を明らかにするとともに、分析法の改良と新規分析方法を開発
することに成功している。更に得られた研究結果の一部は、関連学会賞を受賞するとともに、国レベ
ルでの分析法開発プロジェクトの一環にも組み入れられており、社会的にも高い評価を受けていると
認められる。 
本審査委員会は、以上のように本論文に論述された知見や新規分析法が、食品衛生分野において直
ちに利用可能な実践的研究成果であり、健康食品による健康被害を未然に防ぐとともに被害の拡大を
抑えるなど、消費者の健全な食生活に寄与するものであると評価し、本論文が博士（学術）の授与に
値するものと認めた。 
